
平成２５年１１月号 №６５６

SETOUCHI

阿木名中学生の息の合った応援演舞！ 

人 口 の う ご き 

平成２５年 １０月１日 

総人口    ９，６５６（＋ １０） 

  男       ４，６４３（＋   １） 

女       ５，０１３（＋  ９） 

世帯数    ５，３８４（＋  ５） 

カッコ内は前月との比較     
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秋 季 地 区 大 会 で 古 高 生 が 大 活 躍 ! ! 

沖永良部で行われたバスケットは，女子(写真･中)が準優勝，男子が第3位でした。笠利で開催の女子バレーは第3

位，部員2人の柔道は，泉優人君(2年)が60kg級と無差別級で優勝，勝田龍星君(1年)が81kg級と無差別級で第3

位と大健闘。9人で出場したサッカー(写真･左)も徳之島高校に引き分けました。(写真･右は9/30の授賞式の様子です) 

クラスマッチ(9/4 実施)は男女とも３年生が優勝!! 

ソフトボール（女子）優勝 ３年２組 バレーボール（男子）優勝 ３年１組 

師弟同行で進路実現！ 漢字検定２級(８月実施)に合格！ 
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古  高  元  年 ！ 
【古高コーナー11月号】 町報誌に古高コーナーを掲載させていただいて1年経ちました。

みなさまの力を借りながら，瀬戸内町になくてはならない高校，町民に愛される高校，そして， 

生徒たちが「古高でよかった」と卒業していける高校になるよう精進していきます。 
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１１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル 広報せとうち（２）



各集落への貸出艇として使用していました板付舟を下記のとおり売却いたしますので、ご希

望の方は、瀬戸内町役場まちづくり観光課までお申し込みください。 

   １.売 却 艇 数   ３艇 

   ２.予定売却額   １艇 ５万円 

   ３.申込締切り   平成２５年１１月２９日 

１２月４日(水)から１０日(火)までは「人権週間」です。家庭，学校，職場，地域の身近なこ

とから人権について考え，一人一人が，人権意識を育てていきましょう。瀬戸内町では，下記の

日程で人権相談を行います。家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル，いじめや差別など悩みや

困りごとがありましたら，一人で悩まずお気軽にご相談ください。相談は無料で，秘密は固く守

られます。 

 なお，人権週間以外も相談に応じていますので，鹿児島地方法務局奄美支局（電話

0997-52-0376）や最寄りの人権擁護委員までお問い合わせくだい。 

■日    時  平成２５年１２月６日（金） 

         午前１０時 ～ 午後３時 

■場    所  瀬戸内町中央公民館 

■問い合わせ先  瀬戸内町役場 町民課 ℡０９９７－７２－１０６０（直通） 

■瀬戸内町の人権擁護委員 

 氏名 嘉原 篤己，元井 直志，高野 洋志，榮 小知子 

県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎月11月を「不法投棄防止強化月間」

と定めています。 

期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。 

不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。 

産業廃棄物の不法投棄を発見したら、役場生活環境課まで御連絡ください。 

○瀬戸内町役場生活環境課 

電話 0997-72-1113(直通) Fax 0997-72-1120 

e-mail：seikatsu@amami-setouchi.org 

広報せとうち(３)   １１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル

「第６５回人権週間」のお知らせ 

１１月は不法投棄防止強化月間です。 

板付舟の売却について 



この冬 インフルエンザ に負けないために！！ 

○ウイルス感染の仕組みを知ろう 

    飛沫感染・空気感染 接触感染 

○インフルエンザと一般的なかぜの違い 

 インフルエンザ か  ぜ 

発症 急激 比較的ゆっくり 

初期症状 発熱、寒気、頭痛 くしゃみ、鼻水、のどの乾燥感 

主な症状 
高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、

咳、のどの痛み、鼻水など 

のどの痛み、鼻水、鼻づまり、

くしゃみ、咳、発熱（高齢者で

は高熱でないこともある） 

症状の部位 強い倦怠感など全身症状 鼻、のどなど局所的 

注意が 

必要な人 

子ども、高齢者、基礎疾患を

持っている人、妊婦 
すべての人 

潜伏期間 １～２（～３）日 ２～３（～５）日 

感染期間 １～３（～７）日 １～４（～１０）日 

感染経路 
飛沫感染および空気感染、 

接触感染 
飛沫感染、接触感染 

○正しい予防法を身につけよう 

 その１ 手洗いをする 

 その２ うがいをする 

 その３ マスクを着用する 

 その４ 外出を控える 

 その５ 予防接種を受ける 

○咳エチケットでうつさない！拡めない！ 

○予防接種を受ける 

ウイルスに負けない習慣を身につけよう！！ 

お問い合わせは・・・役場保健福祉課保健予防係 ℡０９９７－７２－１１２２(直通)

創立 30周年を迎えた放送大学では、平成26年度第1学期(4月入学）の学生を募集してい

ます。 

放送大学はテレビ等の放送やインターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。 

心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。 

出願期間は2月28日まで。

資料を無料で差し上げています。 

お気軽に放送大学鹿児島学習センター（ 099-239-3811）までご請求下さい。放送大学

ホームページでも受け付けております。 

１１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル 広報せとうち(４)

けんこう便り 

放送大学４月生募集のお知らせ 



奄美群島日本復帰６０周年記念 

第５５回九州地区民俗芸能大会 

九州・沖縄地区に伝承されている民俗芸能について，伝承活動を行っている個人・団体に対し

て発表の機会を提供し，その継承の意欲の維持向上に資するとともに，広く一般の人々に公開し，

その鑑賞をとおして民俗芸能への理解と認識を深め，無形民俗文化財の保存と振興を図ることを

目的としています。 

 なお，本町より諸鈍シバヤが出演いたします。この機会に，九州各県の民俗芸能にふれてみま

せんか。 

開催日時  平成２５年１１月１７日（日）１３：００～１６：４５ 

会  場  奄美振興会館（奄美市） 

入 場 料  無 料 

※出演団体 

「直方日若踊」（福岡県直方市），「琴路神社の獅子舞」（佐賀県鹿島市），「三根上里の盆踊り」 

（長崎県対馬市），「平生雷狂言」（熊本県芦北町），「津嶋神楽」（大分県日出町），「麓輪太鼓踊」

（宮崎県えびの市），「八重山の奉納舞踊」（沖縄県石垣市），「諸鈍芝居」（鹿児島県瀬戸内町），

「佐仁の八月踊り」（鹿児島県奄美市） 

主催 第５５回九州地区民俗芸能大会実行委員会  共催 奄美市 

協賛 全国民俗芸能保存振興市町村連盟 

広報せとうち(５)    １１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル

鹿児島県からのお知らせです！ 



国道５８号 和光トンネル内において防災訓練を行うため，下記のとおり通行規制を行います。 
つきましては，訓練の目的を御理解いただき，ドライバーの皆様の御協力をお願いします。 
なお，不明な点がありましたら，大島支庁建設課【０９９７－５７ー７３３２】までお問い
合わせください。 

１ 日  時 平成２５年１２月３日（火）午前10時40分～午前11時40分 
２ 場  所  国道５８号 和光トンネル 
３ 規制方法 トンネル内全面通行止め（迂回路あり） 
       ※ 全面通行止めの区間は，「和光トンネルの伊津部町側坑口付近（永田橋交差

点）から和光町側坑口付近（奄美和光園入口付近）まで」を予定しております。 
４ 実施機関 
    鹿児島県大島支庁，奄美市，奄美警察署，大島地区消防組合消防本部名瀬消防署 
奄美市消防団 

１２月９日月曜日に豪華客船「飛鳥Ⅱ」が古仁屋港に寄港します。つきましては、船内見学者

を募集いたしますので、希望される方は下記により応募してください。 

【見学日時】 １２月９日（月）午後１：30～午後２：３０ 

【寄 港 地】 古仁屋港（せとうち海の駅） 

【見 学 料】 無 料 

【応募締切】 １１月２２日（火）：必着 

【応募方法】 ハガキに「飛鳥Ⅱ船内見学参加申込」と記入し 

①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号 を明記 

【応募・問合せ先】 〒894-1592 大島郡瀬戸内町古仁屋船津23 

瀬戸内町役場 企画課 きらめき推進係 電話 0997-72-1112（直通） 
※ 官製ハガキ 1 枚につきお一人の応募とさせて頂きますが、6 歳以下お子様については保護
者（お一人）との連名にて応募してください。6歳以下のお子様お一人での応募はできません。 
  なお、応募多数の場合は、抽選により決定いたします。当選発表は案内文書の発送をもって
代えさせていただきますのでご了承ください。 

検察審査員に選ばれたらご協力を！ 

 交通事故、詐欺などの被害にあったのに、検察官がその事件を裁判にかけてくれない、どうも

納得がいかない。このような人のために検察官のした不起訴処分を正しかったかどうかを審査す

る「検察審査会」があります。検察審査会は選挙権を持つ人の中から「くじ」で選ばれた１１人

で組織されます。 

検察審査員は、毎年３・６・９・１２月に選ばれ、任期は６か月間です。検察審査員の仕事は、

一般の常識で判断でき、法律などの専門的な知識は必要ありません。 

 あなたも、いつか検察審査員に選ばれることがあるかもしれません。選ばれた時には、一般市

民の代表としてご協力をお願いします。 

お問い合わせは 

       鹿児島県検察審査会事務局 鹿児島市山下町13-47 鹿児島地方裁判所内 

                    ℡０９９－８０８－３７１９ 

１１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル 広報せとうち(６)  

知っておきたい検察審査会 

大型クルーズ船「飛鳥Ⅱ」船内見学者募集のお知らせ 

和光トンネル防災訓練による 

通 行 規 制 の お 知 ら せ 



広報せとうち(７)    １１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル

日 月 火 水 木 金 土

11月 2013年(平成25年)　せとうち情報カレンダー

27 28 29 30 31 1
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（篠川地
区）

2
でぃ～うもろう
会(西阿室地
区)
肉体改造教室
○シンポジウ
ム

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、７ヵ月健診、1歳8ヵ月児健診、5歳児健診

9
でぃ～うもろう
会(伊子茂地
区)

10
加計呂麻島
ハーフマラソン

11
☆きゅら島コツ
コツ継続コース
☆筋膜マッ
サージ・フォ
ローアップ教室

12
☆ぽっかぽかくら

ぶ

へるしお教室

◎元気な足腰講座

◎スマイル教室

(西阿室地区)

13
◎脳の健康教
室

14
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な笑顔教室

（清水地区）

◎スマイル教室

(阿木名地区)

◎5歳児健診

15
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（蘇刈地
区）

16
◎わくわくキッズ
（3歳児以上）
肉体改造教室
でぃ～うもろう会
(諸鈍地区)
町文化祭

3
文化の日
音楽フェスティ
バル
古仁屋十五夜

4
☆厚生連健診

5
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な足腰講座

◎スマイル教室

(西阿室地区)

へるしお教室

☆厚生連健診

☆結核健診

6
◎脳の健康教
室
肉体改造教室
☆厚生連健診

7
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎1歳8か月健診

◎男の料理教室

◎スマイル教室

(阿木名地区)

8
☆ぽっかぽか
くらぶ

23
勤労感謝の日
でぃ～うもろう
会(薩川地区)

29
☆ぽっかぽか
くらぶ

30

17
町文化祭

18
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

19
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

◎スマイル教室

20
肉体改造教室
◎脳の健康教室

21
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎男の料理教室
◎スマイル教室

(阿木名地区)

22
◎わくわくキッズ
（3歳児以下）
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎元気な笑顔教
室（嘉鉄地区）

24 25
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

26
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な笑顔教室

へるしお教室

◎スマイル教室

(西阿室地区)

27
◎脳の健康教
室
◎元気な笑顔
教室（久慈地
区）

28
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎7ヵ月健診

◎元気な笑顔教室

(手安地区)

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　元気な笑顔教室、元気な足腰講座、脳の健康教室、男の料理教室の問合せは、

保健福祉課　地域支援係　TEL 0997-72-1153 （直通）

○　スマイル教室、肉体改造教室、筋膜マッサージ・フォローアップ教室、へるしお教室の問合せは、

保健福祉課　保険給付係　TEL0997-72-1068 （直通）
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「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 9月に届けら

れた分のうち、

希望者のみを

掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

請
島

大
翔

だ

い

と

大
介

古
仁
屋

迫
田

和
嘉

わ

か

南な

真

古
仁
屋

武
原

昊こ
う

太
郎

た

ろ

う

正
樹

古
仁
屋

川
口

真
生

ま

お

順
平

古
仁
屋

榮

仁に

衣い

菜な

博
也

阿
木
名

碩

千ち

翠あ
き

健
太
郎

古
仁
屋

南

灯と
う

士
郎

じ

ろ

う

大
作

古
仁
屋

禧
久

藏
之

く

ら

の

助す
け

幸
太

古
仁
屋

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

勇

愛
子

８１

嘉

鉄

久
原

カ
ヅ
子

９６

古
仁
屋

関

香
代
子

６４

古
仁
屋

叶

辰
男

９０

芝

森

隆

７９

嘉

徳

神
田

秀
孝

５９

古
仁
屋

近
藤

長

９３

於

斉

義
永

哲
雄

９１

西
阿
室

尭

か
ほ
り

６８

清

水

伊
島

義
秀

９１

池

地

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
９
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

西
俣

道
代

一
男

船

津

勇

勝
志

愛
子

嘉

鉄

泉

潦
子

秀
信

網
野
子

一
般
寄
付
金
（
社
協
へ
）

（
氏
名
）

（
住
所
）

竜
柳
流
茂
教
室

高

丘

総
合
計
金
７
０
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

木
下

和
代

五
千
円

兵
庫
県

御
寄
付
の
お
礼
（
満
天
ク
ラ
ブ
）

（
氏
名
）

（
住
所
）

叶

辰
男

芝

※

故
人
「
叶

辰
男
」
様
は
せ

と
う
ち
満
天
ク
ラ
ブ
の
命
名

者
で
あ
り
、
創
設
以
来
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
御

寄
付
は
、
せ
と
う
ち
満
天
ク
ラ

ブ
の
発
展
の
た
め
に
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

お
詫
び
と
訂
正

１０
月
号
・
戸
籍
の
窓
・
「
香
典

返
し
」
で
字
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

正

清

キ
ク

誤

清

フ
ミ

「
社
会
保
険
料
（国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
発
行
さ

れ
ま
す

年
末
調
整
・確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

国
民
年
金
保
険
料
は
，
所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
，

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
，
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
，「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
十
一
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
，
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
平
成

二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
，
翌
年
の
二
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
，
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
，
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
，
ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
，
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー
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～
翔
舞
少
年
少
女
よ
前
を
向
け
～

９
月
１５
日
、
阿
木
名
小
中
学

校
で
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
の
力
強
い
入
場
行

進
を
皮
切
り
に
応
援
団
に
よ
る

エ
ー
ル
交
換
や
小
学
生
の
徒
競

走
・
親
子
種
目
の
パ
ン
ツ
で
Ｇ

Ｏ
！
・
親
子
な
か
よ
く
な
ど
で

盛
り
上
が
り
、
小
中
生
徒
全
員

に
よ
る
リ
レ
ー
で
前
半
戦
が
終

了
し
、
お
楽
し
み
の
お
弁
当
タ

イ
ム
と
な
っ
た
。

後
半
は
、
勝
浦
集
落
の
八
月

踊
り
か
ら
は
じ
ま
り
、
ム
カ
デ

競
走
や
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
が

競
技
さ
れ
、
最
後
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
リ
レ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

～

勇

気

あ

る

行

動

を

！

～

９
月
１４
日
、
中
央
公
民
館
で

救
急
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。

医
療
講
演
は
２
部
構
成
で
、

は
じ
め
に
へ
き
地
診
療
所
の
中

尾
医
師
が
講
演
し
、
そ
の
中
で
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
や
重
要
性
、

ま
た
課
題
な
ど
を
説
明
し
、
勇

気
を
出
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
会
場
に
語
り
か

け
た
。

次
の
講
演
で
は
、
県
立
大
島

病
院
救
急
科
の
原
純
医
師
が

１４
年
度
に
開
設
予
定
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
に
は
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
る
見
込
み
で
、

救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽

減
に
も
つ
な
が
り
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
必
要
性
を
説
明
し
た
。

～
関
取
へ
の
再
ス
タ
ー
ト
～

９
月
２７
日
、
大
相
撲
秋
場
所

１３
日
目
に
瀬
戸
内
町
出
身
の

慶
天
海
が
７
戦
全
勝
で
序
ノ
口

優
勝
を
決
め
た
。

新
十
両
で
臨
ん
だ
昨
年
の
秋
場

所
２
日
目
に
、
右
膝
前
十
字
靭
帯

を
断
裂
す
る
大
怪
我
を
し
て
し
ま

い
、
５
場
所
連
続
休
場
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
不
屈
の
精
神
で
１
年

間
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え

休
場
あ
け
の
秋
場
所
で
見
事
復
活

優
勝
し
、
再
び
関
取
を
目
指
す
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
ま
た
、
慶

天
海
の
同
部
屋
で
本
町
出
身
の
蘇

は
序
二
段
で
５
勝
２
敗
と
好
成
績

を
収
め
た
。

～

古

仁

屋

街

歩

き

～

９
月
２８
日
（
ク
ニ
ャ
ぬ
日
）

に
ち
な
ん
で
「
古
仁
屋
街
歩
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
（
わ
ー

き
ゃ
シ
マ
未
来
像
検
討
会
主

催
）
が
古
仁
屋
市
街
地
で
行
わ

れ
た
。

参
加
者
は
、
町
内
の
未
就
学

児
か
ら
７０
代
ま
で
の
老
若
男

女
、
約
８０
人
が
古
仁
屋
市
街
地

８
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
を
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
探
索

し
た
。

Ｓ
カ
ー
ド
加
盟
店
、
数
店
に

よ
る
百
円
市
や
お
楽
し
み
抽
選

会
や
奄
美
の
生
き
物
の
塗
り
絵

教
室
な
ど
が
催
さ
れ
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

～

日

頃

の

訓

練

！

～

９
月
２８
日
に
、
第
１６
回
瀬

戸
内
町
自
衛
消
防
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
１０
事
業
所
３４
人

の
方
が
参
加
し
、
屋
内
消
火
栓

の
部
・
消
火
器
の
部
に
分
れ
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

【
屋
内
消
火
栓
の
部
】

一
位

町
田
建
設
㈱

二
位

富
田
商
事
㈱

三
位

瀬
戸
内
徳
洲
会
病
院

【
消
火
器
】

一
位

祝

俊
治(

富
田
商
事
㈱) 

二
位

立
山
裕
也(

富
田
商
事
㈱) 

三
位

植
木
千
紘(

高
丘
保
育
所) 

阿
木
名
小
中
学
校
大
運
動
会

序

ノ

口

優

勝

自

衛

消

防

大

会

救

急

医

療

フ

ォ

ー

ラ

ム

ク
ニ
ャ
ぬ
日
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
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～

古

小

っ

子

パ

ワ

ー

～

１０
月
１０
日
、
古
仁
屋
小
学

校
秋
季
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
つ
の
台
風
の
影
響
で
１０

月
６
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
が

１０
日
に
延
期
と
な
っ
た
。

運
動
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の

や
る
気
十
分
の
入
場
行
進
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

平
日
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
勢
の
保
護
者
や
地
域
の
方
が

応
援
に
駆
け
付
け
、
児
童
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   

平
成
２
５
年
1
１
月
号

№
６
5
６
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快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

古
仁
屋
小
学
校
秋
季
運
動
会


